
 

パート・アルバイト

内容

17.0 18.7 -1.1 22.5 0.0 22.9 22.1 -0.3 28.5 20.6 0.5

72.0           143.0         53.4           221.5         47.0           134.5         185.4         26.7           206.0         180.2         -59.5         

芝品種
ベント ベント ベント ベント ニミシラ・

CY-2
A-2

H5年に10面
播種。H6年
に10面張芝

新しいもので
8年、古いも
ので27年

H3年5月 H3年5月 昭和54年 平成15年4
月

刈高（㎜）＜メイン：サブ＞ 3.6～3.4 4.0 4.0 4.0 4.0

刈込回数＜メイン：サブ＞ 毎日 11 24 毎日 毎日

更新作業内容

9/8:10㎜抜
き取り
9/19:目土

なし コアリング8
㎜、目砂1
回、転圧ロー
ラ－

コアリング8
㎜、目砂1
回、転圧ロー
ラ－

N1.44-
P2.88-
K2.72、微量
要素剤1回、
テララ(スポッ
ト)

N1.44-
P2.88-
K2.72、微量
要素剤1回、
テララ(スポッ
ト)

病害
炭疽病、ピシ
ウム

炭疽病、ピシ
ウム、ドライス
ポット

ブラウンパッ
チ

病害程度 中 中 少々 少

課題・問題点

毎日
なし

施肥・活性剤・抑制剤等

造成・播種・張芝年

27

7 10

コース管理全般に関し
て

曇天日数 7

降雪日数

 
基
礎
デ
｜
タ

　ラフを120～200㎜に上げ
ていたので、どれくらいまで
刈り下げられるか。また、ど
れほどの日数が必要なの
か、これは天候次第。効率
の良い刈込方法があれば
ご教授下さい。

　ここ数年、グリーンの土
壌、芝に活力が無いように
感じられる。新芽の数が少
なく、根張り悪いことから、
10月、11月と土壌改良を計
画している。
　今年は肥料設計にも問
題があり、来年に向けて勉
強をしていきたい。

　今まで、コスト削減で管理
機械等を出来る限り修理で
対応し、我慢してきたが、こ
こにきて、修理不可能な機
械が増えて困っている。定
期的に先を考えて購入して
いけば良かったと思う。管
理をアウトソ－シングする会
社も多いが、人材も含め
て、中長期な観点に立って
管理をしていく事が大切で
あろう。

雨天日数 3 6

　8月の乾燥状態から一転
し、まとまった雨が続いたこ
ともあり、フェアウェイには
カーブラリア葉枯れ病が多
発している。シバツトガの発
生もあり、注意が必要だ。
グリーンはドライスポットの
後遺症と藻の発生により芽
数が少なくなり、状態が良く
ない。
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　今年はフェアウェイの更
新作業（バーチカルカット）
を実施したが、来年度は
バーチカル無し及び抑制
剤を使用しないで播種する
方向で検討中である。

平成4年5月

なし

28
バーチカル深度25㎜、サッ
チング2㎜ダブル掛け、ムク
刃10㎜、目砂

グリーンリーブス3g/㎡、ク
ロロベース1.5g/㎡､カルシ
ウム１g/㎡
(目砂時に)ツチエース35g/
㎡、ビオグリーン30g/㎡

N2.13-P0.95-K1.98(g/㎡)

バーチカル－1㎜シングル
１回

イエローパッチ

7 6

　厳しい残暑を予想してい
たが、9月は秋風が吹き、
涼しく、湿度の少ない天候
となった。最低気温は20℃
を下回り、最高気温は30℃
を切った。中、下旬は最高
気温が26℃、最低気温が
16℃と、温度差10℃前後
で10月の天候かと思うほど
だ。
　初旬はドライスポットなど
乾燥害に注意したが、降雨
が定期的にあり、中旬には
グリーンの更新もタイミング
よく実施することができた。
病害虫等の問題もなく、今
の所順調な生育状態にあ
る。
　ティ、フェアウェイは特別
な問題はなく、一部のラフ
でヨトウが活動しており、ス
ポット的に対応している。

ドミネント

西:H10年張芝、南:H10播
種、東:H11年播種

　9月前半の天候は、雨が
多く最低気温も20℃を下回
る日が多くなり、秋の訪れ
が早いと感じたが、逆に後
半は雨がまったく降らない
という状況だった。最低気
温は低いものの、最高気温
は27～28℃を記録する日
が続いた。9月10日前後に
予定していたグリーンのエ
アレーションを雨予報のた
めに延期したが結局中止と
なった。
　この時期のグリーンの更
新作業は、グリーンの状態
や天候、さらに10月の倶楽
部選手権開催など競技も
控えていることから、作業
が制約される要因が多く、
更新作業実施の判断が非
常に難しい。
　ティグラウンドとスルーザ
グリーンでは、上旬の降雨
と気温の低下でラージパッ
チの発生が早まると予想
し、グリーンにエアレーショ
ンの代替作業として9月11
日からセレンターフを全面
散布したが、9月後半の天
候を考えると、やや早すぎ
たと感じている。

炭疽病

ペンクロス

15 19

8 5

10

降水量㎜(右平年差）

晴天日数 20 18 13

7

樹木維持管理・枯木伐採・
コース草刈・簡易土木工事

秋季除草剤、ラージパッチ
防除剤混用散布

気温℃(右平年差）

ティグラウンド改造、ハザー
ド改修

年間樹木管理、除草剤散
布

樹木菅理
あり あり 有（必要時）

8 63

6 6 8 延べ126人

567,369

433,000 350,000

2 11 4

200,000350,000

555～480

955,577530,000 365,000

150258

858,284

690,000

18

1979/9/5

80

北海道

60 23

宮城県 熊本県

ホール数 18 18 27 18 27 36

兵庫県所在地

芝地管理面積（㎡） 710,000 600,000

標高（m） 100～132

外注 あり なし

その他管理対象面積 44,000 145,000

従業員数 6 8

16

開場年月日 1958/8/12

河野 藤男

1973/10/27 2000/11/1

山口県千葉県 滋賀県

1993/4/251992/6/8

布山　光孝グリーンキーパー氏名 梶原　隆司 安藤　義雄 寺町　章 的場　幸治向居　捷洋

９月のコース管理データ
コース名称 札幌ＧＣ輪厚コース レインボーヒルズＧＣ 泉ＣＣ コムウッドＧＣ 三木ＧＣ 宇部72ＣＣ江畑池

阿蘇プリンス
ホテルゴルフ場

12

8

　台風13号は、最も被害が大きくなるルートを通過した
が、降水量65㎜、風による倒木被害もなく、小枝の散乱
を片付ける程度で営業態勢には、影響はなかった。し
かし、緻密な気象情報の報道により、当日を含む前後3
日間は多数のキャンセルにより大きな営業損失となっ
た。台風以降は無降水日が続き、連日乾燥注意報のた
めに手撒き散水が毎日の業務の中で重要な作業となっ
た。来月も乾燥状況が続く見込みである。

20

　グリーンはイエロータフト
による模様が肥料を入れて
もまだ残る。また、乾燥害に
よる枯れが、所どころある
（補植中）。虫害に関しては
被害が出はじめてから処置
した。ティグラウンドとフェア
ウェイは更新作業（バーチ
カルカット）により荒れてお
り、お客様には大変迷惑を
かけている。なお、17日に
台風が接近したため落ち
葉がラフに散乱し、雑木が
倒れる被害もあったが、被
害程度は軽微であった。

3

　例年、8月末よりラフの林
縁にワレモコウ、ミズヒキソ
ウ等の野草を見つけると、
長かった夏の終わりを感
じ、盛夏のストレスを無事に
乗り越えたベントグリーン
に、もう少しの我慢であると
声を掛けたくなる。ところ
が、本年は梅雨以来の異
常な気象状況の中、ベント
グリーンが大きなダメージを
受け、先月下旬には不良
箇所の張り替え補修を余
儀なくされ、9月の作業はグ
リーン関係の作業に多くの
労力を要した。

1990/8/5

少

30
目砂3回（砂厚合計1.38
㎜）、コアリング 1回（13㎜）

ブラウンパッチ、ダラース
ポット

12

　ラフの除草剤散布につい
ては、今年は特にヤハズソ
ウの発生が多い。チドメグ
サ、ハマスゲ、ヒメクグなど
への対応を含め施工した
い。
　その他では、冬期に向け
た作業計画、排水工事等
早目に対応したいと思って
いる。

　グリーンについては、9月
に中止したエアレーション
を10月に実施することは競
技の関係から不可能。表
面排水の悪化や根部の生
育不良が懸念されるが、代
わりにバーチカル・ムク刃
の施工を計画している。
　スルーザグリーンでは、春
のラージパッチ対策が後手
に回り、病害が発生したこ
ともあり、早目の施工を実
施したことから、10月は春
はげ対策を含めた施薬を
計画している。

　9月になって、涼しくなり
両ベント共、下旬から秋の
更新作業に着手した。夏を
無事に乗り切りほっとして
いる。病気等もなく順調に
推移している。ただ、今後
の作業量が多く、工程を組
むのに苦労している。予算
の範囲内で外注を使うしか
ない。
　又、洋芝ティグラウンドに
ベントのインタ－シ－ドと同
じ要領で（但し、使用タイン
と工程等は変更した）播種
作業を行った。大変、作業
性も良く、発芽状況も良
い。今後、この方法を確立
していけばインタ－シ－ド
はもっと普及すると思う。

4.2～4.0 4.0～4.3

少

なし

　ANAオープンに向けた管
理を行う。大会終了後は、
秋季更新作業に向けた管
理を行う。
　大会期間は雨が降らず、
大変助かった。

9/3:芝アミノ
2cc/㎡
9/13:バイオ
ポスト50g/㎡
9/22:ニトリカ
ルチャー5g/
㎡

　グリーンの補修作業が優
先作業となったため、すべ
ての作業が後回しとなる。
各エリアの刈込み作業、清
掃作業等が遅れ、コースの
コンディションが著しく低下
し、プレーヤーには多岐に
渡り迷惑を掛ける状況と
なった。
　予期せぬトラブルの発生
で、小人数の管理態勢で
の対応は手抜きを実施しざ
るを得ない状況となった。

9/2:プリモマックス0.05ml/
㎡
9/19:ネオハイグラス2号
2g/㎡、ミタバイオ2ml/㎡
9/26:ネオハイグラス4号
0.5g/㎡、サンイーグル
1ml/㎡

施肥5回（Ｎ3.54-Ｐ2.23-Ｋ
2.94，Ｍg2.7，Ｓi3.2）、1回
目施肥:液体ケイ酸カリの
施用。2回目施肥:亜リン酸
+海藻抽出植物ホルモンの
混用散布。3回目施肥:フミ
ン酸+動物性アミノ酸液肥+
ショ糖の混用散布。4回目
施肥:コアリング後、ゼオラ
イト+肉骨粉+植物性アミノ
酸+硫酸苦土+ヤシガラ活
性炭（0.15?/㎡)+4％有機
スルホン酸100倍液、１?/
㎡の施用。5回目施肥:液
体ケイ酸カリの施用

4.2

ペンクロス(西コース)

平成元年3月播種

クレンショー

4.0

造成1998年4月。 播種
1999年4月～ 2000年4月

グ
リ
｜
ン

9/4:芝アミノ
2cc/㎡
9/19:ニトリカ
ルチャー5g/
㎡



病害対策

9/3:カシマン
1cc/㎡、グ
リーンビセッ
ト１g/㎡

9/4:カシマン
1cc/㎡、グ
リーンビセッ
ト１g/㎡

殺菌剤1回 殺菌剤1回

虫害
なし なし タマナヤガ、

シバツトガ

虫害程度 少

虫害対策
なし なし 9/14:フルス

イング0.2g/
㎡

殺虫剤1回 殺虫剤1回

雑草 なし なし メヒシバ

少

雑草対策 なし 手取除草 手取除草

オーバーシード
10月に更新
作業を予定

ペレニアルラ
イグラス

ペレニアルラ
イグラス

コウライ 一部ミッドナ
イト

ブルーグラスコウライ

10.0 10.0 10.0 10.0 13.0 10.0

6 8 4 2
なし なし コアリング後

にインター
シード

9/14:二重丸
33g/㎡

9/14:二重丸
33g/㎡

微量要素剤
1回

N2.5-P0.5-
K0.5、微量
要素剤1回

なし なし なし なし 葉枯れ病

少々

ブラウンパッ
チ予防

ブラウンパッ
チ予防

9/16:ベン
レート0.5g/
㎡スポット散
布

なし 殺菌剤1回

なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし 殺虫剤1回

なし なし ヒメクグ ヒメクグ、メヒ
シバ

なし なし

少 少

なし なし フルハウス
0.1cc/㎡+
アージラン
0.5cc/㎡+イ
ンプール
DF0.03g/㎡
を全面散布

手取除草

芝品種

刈高（㎜）

刈込回数

更新作業内容

病害

病害程度

病害対策

虫害

虫害程度

なし

なし

ブラウンパッチ予防散布

更新作業内容

病害程度

病害

虫害
テ
ィ
グ
ラ
ウ
ン
ド

１日置き
刈込回数

虫害程度

刈高（㎜）

手取除草

宇部72ＣＣ江畑池

なし

メヒシバ

9/5:スミチオン乳剤1ml/㎡

タマナヤガ

ダメージの顕著な部分の
ターフの補修作業は先月
のお盆明け後に開始し9日
に完了。補修面積は約500
㎡に及び総面積の3.6％と
なったが、100％の補修状
況ではなく、今後の回復を
期待する部分もありベスト
の状況とは言いがたい。

札幌ＧＣ輪厚コース

ブラウンパッチ予防散布

コース名称

管理メモ

雑草程度

芝品種(左:レギュラー
ティ、右:バックティ)

病害対策

管理メモ

施肥・活性剤・抑制剤等

虫害対策

なし

施肥・活性剤・抑制剤等

9/19:ベンレート0.5g/㎡ス
ポット散布、ラージパッチ予
防にイカルガ0.15cc/㎡全
面散布

オーバーシード

ターフエース40g/㎡

コウライ

10
なし

13.0

なし

少

雑草

雑草程度

雑草対策

ビートルコップ0.125g/㎡、
ルーバン0.5g/㎡

なし

15.0

6

9/20:スーパーユーキ30号
10-10-10

6
なし

少～中

なし

チドメグサ

なし

ミミズ

少

殺虫剤散布2回

更新作業後、順調な生育
を見ている

部分的にエアレーション、
目砂

6

　例年であればキンモクセイの開花を確認後秋のコアリ
ングを実施しているが、残暑の懸念もあったが週明けの
12日より秋の更新作業を開始する。台風の通過後乾燥
状態が続き、恐れていた状況となったが、更新作業の
終了後に、最低気温も15℃を下回り、23日にはキンモク
セイも開花し、朝の芝刈りカスも増加し始めた。今回の
更新作業では全ホールにＬ-93のインターシードを実施
した。

乾燥害のため補植中（芝は
ナーセリーを使用）

ペレニアルライグラス
（アップロード）【ベース：
ティフトン】

9/19:バーチカルカット・
スィーパー掛け

少

なし

9/8:プリモマックス0.05ml/
㎡

なし

ターフエース40g/㎡

なし

なし

9/5:プリモマックス0.05ml/
㎡

なし

なし

殺菌剤散布1回(除草剤と
混用散布)

なし

三木ＧＣ

一部にアキメヒシバ、チドメ

10,365㎡（13ホール）

少

手取除草

一部にヨトウ、ツトガ、ケラ

阿蘇プリンス
ホテルゴルフ場

殺菌剤スポット散布4回

9/12～9/14:バーチカル
カット・スイーパー掛け
9/27～9/30:播種

コウライ、一部ペレニアルラ
イグラス

暖地型芝4回 、寒地型芝6
回

寒地型芝:施肥１回
（N2.25-P4.5-K4.25）

目砂１回（砂厚1.3㎜）

暖地型芝8㎜、寒地型12㎜

手取除草

なし

なし
4.3

一部にラージパッチ

中

ヨトウ、シバツトガ

コウライ

なし

高度化成403を35g/㎡

ペレニアルライグラス

13.0

コウライ

１日置き

18.0

根の生育があまり良くな
い。タマナヤガは、浸透移
行性の殺虫剤がやはり効
果が高い

10

コウライ

13.0

4

12.0

葉枯れ病 なし

殺菌剤(スポット処理)

ミミズ

シバツトガ

少～中 多

なし

4

コウライ

なし

10

15.0 12.0

フェアリーリング

少

一部にラージパッチなし

コニシキソウ 一部にチドメ、カヤツリ

殺菌剤散布1回

なし

一部にシバツトガ

なし

ペレニアルライグラス
（アップロード）  【ベース：
ティフトン】

少

フツウコウライ

13.0

土壌処理剤、茎葉処理剤
混用散布

概ね良好な状態であると判
断されるが目砂の回数が
少ない状況のため、ターフ
の厚みが不足していると感
じられる。気温の低下ととも
に施肥は来月の上旬が限
度と思われ、来春の芽だし
を考慮して充分な量を施用
したい。一部においてラー
ジパッチが発生している。
殺菌剤の散布遅れが原因
である。

月初めの抑制剤散布（プリ
モマックス液剤）の効果で
刈り込み回数が少なくなっ
た

ペレニアルライグラス（アッ
プロード）

中

イカルガ0.25㏄/㎡(スポット
散布)、セレンターフ0.25g/
㎡(全面)

少～中

中

ミミズ、ツトガ

なし

犬の足跡

グリーンホスカ細粒40g/㎡

フェアリーリング

なし

なし

ルーバン0.5ｇ/㎡、リラーク
ＤＦ0.25ｇ/㎡

なし

レインボーヒルズＧＣ コムウッドＧＣ

なし

泉ＣＣ

ダイブ0.25㏄/㎡、ボディー
ブロー0.5g/㎡

藻類が少々。更新作業は
10月初旬まで続く

コウライ

10.0

イカルガ0.25㏄/㎡(スポット
散布)、セレンターフ0.25g/
㎡(全面)

グ
リ
｜
ン

リングに対してはイカルガ
をスポット処理したが、効果
にバラツキがある

なし
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虫害対策

雑草程度

管理メモ

芝品種

刈高（㎜）

刈込回数

更新作業内容

病害

病害程度

病害対策

虫害

虫害程度

虫害対策

雑草

雑草程度

雑草対策

　　　　

ラ
フ

施肥・活性剤・抑制剤等

ペレニアルライグラス

ペレニアルライグラス

なし

泉ＣＣ

なし

50

なし

ノシバ

なし

ノシバ

3

害虫、カーブラリア菌により
芝の落ち込み箇所がある

なし

少

オーバーシード

雑草

コース名称

雑草対策

札幌ＧＣ輪厚コース

カーブ0.25g/㎡+インプー
ル0.03g/㎡

レインボーヒルズＧＣ コムウッドＧＣ

土壌処理剤、茎葉処理剤
混用散布

更新作業（バーチカル・播
種）が天候に恵まれ早く完
了した。抑制剤（プリモマッ
クス液剤）効果を確認

ノシバノシバ

なし

　現状では望ましいコンディションを維持する事が出来
ないと反省、来シーズンはフェアウェイ刈り込み専任の
アルバイトが確保できればと考えている。ティグラウンド
同様に、ラージパッチが一部に発生した。除草剤散布と
混用のため散布業者の作業タイミングが遅れた事が原
因と思われる。17日、東コースに猪の被害発生、今年
はいきなりフェアウェイに。

手取除草

一部にチドメ、カヤツリ

なし

刈り込み回数の増加により
ターフの密度を向上させな
ければならない期間に、人
手不足による刈込回数の
低下により刈込作業後のス
イパー作業を余儀なくさ
れ、かえって余分な労力を
必要とした。

少

阿蘇プリンス
ホテルゴルフ場

メヒシバ

宇部72ＣＣ江畑池

なし

40

毎日
なし

Aラフ1.1回、Bラフ0.4回

40

なし

殺菌剤散布70,000㎡（除
草剤と混用散布）

なし

なし

なし

なし

一部にラージパッチ

なし

中

ヨトウムシ

一部にチドメ、カヤツリ

土壌処理剤、茎葉処理剤
混用散布

今の所打つ手立てが手取
りのみである

多

メリケンカルカヤ

なし

ヨトウ

秋季の除草剤散布で対応なし

少～中

ダイアジノン他をスポット散
布

ビートルコップ0.125g/㎡
(平面ラフ全面)

少～中

なし

4

ノシバノシバ

セレンターフ0.25g/㎡(平
面ラフ全面)

高度化成403を35g/㎡

殺菌剤(スポット処理)

なし

中

管理メモ

特になし

なし カード0.25g/㎡

(小型のものが)少～中

三木ＧＣ

なし

ビートルコップ0.125g/㎡
(全面)

刈込みで対応

ヤハズソウ

なし

なし

40～45

ペレニアルライグラス（アッ
プロード）

中

タンポポ、ヒメクグ、カタビラ

殺虫剤(スポット処理)ダイアジノンSLゾルスポット
散布

ヒメクグ、ハマスゲ、ヤハズ
ソウ、メリケンカルカヤ

なし

なし

45

なし

グリーンエース25g/㎡

毎日
なし

ラージパッチ

なし

45

適宜

なし

9/20:スーパーユーキ30号
10-10-10

なし

(ラージパッチ)イカルガ
0.15cc/㎡を散布予定

象の足跡、ラージパッチ

少

なし

なし

タンポポ、ヒメクグ なし

殺虫剤(スポット処理)9/1～4:ダイアジノンSLゾ
ルスポット散布

ヨトウ、シバツトガ

40～150

少

なし

カルカヤがどんどん野芝に
広がりを見せて来た

刈り込み作業の遅れ、旺盛
に繁茂する雑草への未対
処と好ましくない状況であ
るが、今シーズンは害虫の
顕著な発生もなく推移し
た。

　刈り込みの遅れはプレーの進行に影響を与え、好まし
くないコンディションの1ヶ月だった。また、秋の施肥に
ついても、散布の目安としている最低気温15℃以下が
記録される日が出現し始めたが、他作業との関係から
今月未実施となってしまい、来月の持ち越しとなった。こ
のため充分な効果が期待できないのではと心配する状
況となった。

フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ


